
図1-1 

細川恵興発給通行手形（架蔵）

一
、
細
川
忠
興
発
給
ロ
ー
マ
字
印
文
書

細
川
家
の
ロ
ー
マ
字
印
文
書
―
一
種

ー
熊
本
の
歴
史
資
料
(
―
-
）
|

は
じ
め
に

架
蔵
資
料
に
細
川
忠
興
の
ロ
ー
マ
字
印
が
捺
さ
れ
た
通
行
手

形
と
、
そ
の
息
子
忠
利
の
ロ
ー
マ
字
印
が
捺
さ
れ
た
発
給
文
書

の
断
簡
が
存
在
す
る
。
既
に
『
細
川
侯
五
代
逸
話
集
』
で
紹
介

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
以
下
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
改
め
て
見

て
い
き
た
い
。

大

島

明

秀

図
1
ー

1
は
一
―
-
・
―
―

o
x
-
0
・
ニ
糎
の
一
紙
文
書
で
あ
り
、

そ
の
筆
跡
か
ら
細
川
忠
輿
の
肉
筆
に
成
る
文
書
と
認
め
ら
れ
る
。

釈
文
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
所
キ
リ
一
一
荷
物
可
／
遣
候
但
所
二
馬
／
無
之
ハ
何
方
ま
て
も

／
直
可
通
也

内
容
か
ら
こ
の
文
書
が
い
わ
ゆ
る
通
行
手
形
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
左
上
方
に
捺
印
さ
れ
た

直
径
一

・
O
糎
の
ロ
ー
マ
印
〔
円
、
朱
、
陽
）
で
、
印
記
は

「t
a
d
a
u
o
q
u
i
」
（
タ
ダ
オ
〔
ギ
）
と
あ
る
。
オ
〔
ヲ
〕
を
「
u
o
」、

図1-2 

忠腿ローマ字朱印の拡大図
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図2-1 ブランクス『日本図』に見られる九州 1

キ
を
「
qui
」
と
記
す
の
は
、
『
日
葡
辞
書
』
二
貧
忌
ミ
aricJ
合

L
i
n
g
o
a
 d
e
 I, 令
a
m
,
1
6
0
3
-
0
4
)

等
で
頻
繁
に
確
認
で
き
る
イ
エ
ズ

ス
会
式
の
表
記
法
で
あ
り
、
当
該
朱
印
の
印
記
は
こ
の
方
式
に

基
づ
い
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
忠
興
と
イ
エ
ズ
ス
会
の
関
係
と
い
う
と
妻
ガ
ラ

シ
ャ
の
存
在
が
た
だ
ち
に
想
起
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
留
意
し
た

い
の
は
そ
の
中
津
領
内
に
お
け
る
弾
圧
時
期
で
あ
る
。
と
言

う
の
は
、
慶
長
五
年
（
一
六

0
0
)
に
グ
レ
ゴ
リ
オ
・
デ
・
セ

ス
ペ
デ
ス
神
父

(
G
r
e
g
o
r
i
o
d
e
 C
e
s
p
e
d
e
s
)

は
黒
田
官
兵
衛
支
配

時
伏
に
創
殷
さ
れ
た
中
津
教
会
に
居
を
定
め
た
が
、
同
年
中
津

城
に
入
城
し
た
中
心
輿
は
、
既
に
ガ
ラ
シ
ャ
が
没
し
て
い
た
も
の

の
当
面
は
幕
府
の
意
に
沿
う
こ
と
は
な
く
、
一
六
―
一
年
の
セ

ス
ペ
デ
ス
の
死
去
ま
で
中
津
領
内
の
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
を
行
う

こ
と
は
な
か
っ
た
2

。
こ
こ
に
、
当
時
の
忠
興
と
イ
エ
ズ
ス
会
の

関
係
性
の
一
端
が
窺
え
よ
う
。

図2-2 「Nacati;;u」周辺の拡大図
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二
、
細
川
忠
利
発
給
ロ
ー
マ
字
印
文
書

図3-2
忠利ローマ字朱印の拡大図

図3-1
天主奉行宛細川忠利発給文書
（断簡、架蔵）

図
3
|
2
は
二
九
。
九
．

X
九
・
五
糎
の
忠
利
発
給
文
書
で
あ
る

が
、
大
部
分
が
欠
損
し
、
そ
の
末
尾
部
分
の
み
が
残
存
し
た
断

簡
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
よ
っ
て
内
容
の
全
体
像
は

不
明
な
が
ら
も
、
発
給
年
次
が
寛
永
一
六
年
（
一
六
三
九
）
ニ

月
二
六
日
で
あ
る
こ
と
、
宛
所
が
天
主
奉
行
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。
確
認
で
き
る
部
分
の
釈
文
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

竹
内
数
馬
二
預
ヶ
候
そ
は
筒
三
拾
挺
其
外
／
諸
道
具
そ
ろ
へ
候

て
可
祖
渡
者
也
／
寛
永
拾
六
年
二
月
甘
六
日
／
天
主
奉
行
中

当
該
文
書
に
も
年
次
の
下
に
直
径
一
・
五
．

X
-

。
五
糎
の
ロ
ー

マ
字
印
（
円
、
青
、
陽
）
が
認
め
ら
れ
、
印
記
は
「
tadatoxi
」
（
タ

ダ
ト
シ
）
と
あ
り
、
こ
こ
で
も
シ
は
「
xi
」
で
表
さ
れ
、
イ
エ
ズ

ス
会
の
表
記
法
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
年
記
の
寛
永

一
六
年
が
カ
ト
リ
ッ
ク
に
対
し
て
厳
し
い
対
処
が
な
さ
れ
て
い

た
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
印
が
用
い
ら
れ
た

背
景
に
つ
い
て
は
興
味
が
そ
そ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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さ
て
、
文
書
に
登
場
す
る
竹
内
数
馬
は
、
森
鴎
外
「
阿
部
一
族
」

の
中
で
、
忠
利
の
児
小
姓
を
つ
と
め
た
後
、
新
藩
主
光
尚
か
ら

阿
部
一
族
に
対
す
る
討
手
を
命
じ
ら
れ
、
最
後
は
討
ち
死
に
す

る
人
物
で
あ
る
。
「
阿
部
茶
事
談
」
は
鴎
外
「
阿
部
一
族
」
の
種

本
で
、
近
世
後
期
頃
に
、
ま
ず
は
「
阿
部
茶
事
談
」
が
創
作
さ

れ
3

、
さ
ら
に
そ
の
「
阿
部
茶
事
談
」
を
用
い
て
歴
史
小
説
「
阿

部
一
族
」
が
執
筆
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
「
阿
部
茶
事
談
」
は
史
実

を
題
材
と
し
た
歴
史
物
語
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
内
容
が
虚
構

で
あ
る
こ
と
が
山
本
博
文
に
よ
っ
て
論
証
さ
れ
て
い
る
4
0

ヽ
ーふ...

図4 写本「阿部茶事談」内題（架蔵）

ー

お
わ
り
に

見
て
き
た
よ
う
に
、
架
蔵
資
料
の
細
川
家
の
二
つ
の
ロ
ー
マ

字
印
文
書
を
め
ぐ
っ
て
、
翻
刻
を
行
い
つ
つ
そ
の
周
辺
に
つ
い

て
記
し
て
き
た
。
忠
興
の
ロ
ー
マ
字
印
文
書
は
、
イ
エ
ズ
ス
会

と
の
関
係
性
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
一
方
、
忠
利
発
給

文
書
の
断
簡
は
、
寛
永
一
六
年
時
点
に
お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
に

対
す
る
忠
利
の
眼
差
し
や
、
さ
ら
に
は
史
実
と
物
語
の
間
に
ま

で
思
い
を
馳
せ
さ
せ
る
史
料
で
あ
る
。

ミ
ヒ
ェ
ル
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
が

中
津
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
絵
図
史
料
と
し
て

ク
リ
ス
ト
フ
ォ
ロ
ス
・
ブ
ラ
ン
ク
ス
（
C
百
istophorus

B
l
a
n
c
u
s
)

『
日
本
図
』
（
一
六
一
七
刊
）
を
指
摘
し
た
。

こ
の
『
日
本
図
』
の
情
報
源
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
巡
察
師

ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ

(Alessandr

。

Valignano)

と
共
に
来
日
し
た
イ
グ
ナ
シ
オ
・
モ
レ
イ

ラ
神
父

(Ignacio
M
o
r
e
i
r
a
)

の
記
録
に
基
づ
い
た
も
の

で
あ
っ
た
。
「
中
津
が
記
さ
れ
た
最
古
の
西
洋
図
」
（
ミ

ヒ
ェ
ル
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
、
吉
田
洋
一
、
大
島
明
秀
（
共

編
）
『
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
分
館
医
家
史
料
館
叢

書
』
第
一
三
巻
、
中
津
市
教
育
委
員
会
、
二

0
一
四
年
）
、

八

O
I
八
二
頁
。
な
お
、
『
日
本
図
』
は
J
a
s
o
n
C
.
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H
u
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d
:
 J
a
p
o
n
i
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a
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h
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t
o
r
i
c
a
l
 
i
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t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
ミ

n
d
C
a
r
[
。
国
[io
g
r
 g
h
v
o
f
 

E
u
r
o
p
e
a
n
 p
r
i
n
t
e
d
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a
p
s
 o
f
 J, ミ
X
i
n
[
0
]
8
0
0
.
 
H
e
s
 &
 d
e
 

G
r
a
a
f
 Publishers, 2
0
1
2
,
 p
p
.
 1
6
7
 ,
 17
0
.
 

た
だ
し
、
こ
こ
に

掲
載
し
た
二
図
は
ミ
ヒ
ェ
ル
論
文
か
ら
の
転
載
。

中
津
で
は
、
黒
田
官
兵
衛
支
配
と
な
っ
た
天
正
一
五
年

（
一
五
八
七
）
、
山
口
か
ら
ペ
ド
ロ
。
ゴ
メ
ス
神
父

(
P
e
d
r
o

G
o
m
e
z
)

を
招
き
、
三
月
―

1
0
日
（
四
暦
四
月
一
一
七
日
）

に
は
復
活
祭
が
行
わ
れ
、
そ
の
際
、
官
兵
衛
の
嫡
男
長
政
、

府
内
城
主
大
友
義
統
、
そ
し
て
最
後
の
岐
部
城
主
岐
部

左
近
太
夫
一
辰
ら
は
洗
礼
を
受
け
た
。
ま
た
、
こ
の
年

の
六
＼
七
月
頃
に
忠
興
室
玉
（
ガ
ラ
シ
ャ
）
も
洗
礼
を

受
け
た
。
前
掲
ミ
ヒ
ェ
ル
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
「
中
津

が
記
さ
れ
た
最
古
の
西
洋
図
」
、
八
二
頁
。

「
阿
部
茶
事
談
」
に
つ
い
て
は
、
藤
本
千
鶴
子
「
「
阿
部

一
族
」
殉
死
事
件
の
真
相
と
『
阿
部
茶
事
談
』
の
資
料

的
性
格
」
（
『
熊
本
史
学
』
第
四
四
号
、
一
九
七
四
年
）

以
降
も
い
く
つ
か
の
写
本
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
現
存
写
本
を
徹
底
追
究
し
て
校
訂
し
、
物
語
の
原

型
を
確
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

山
本
博
文
『
殉
死
の
構
造
』
（
弘
文
堂
、

一
九
九
四
年
）
。
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